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 論文内容要旨,

緒言

認知(痴呆)症が

年に高齢者(65

で増加すると予測

 の増加が著しい。

アルツハイマー型
斑の沈着、リン酸

択的神経細胞の脱

度脱落した神経細

いる。したがって

 ともにβ常摂取可能な食品

中枢神経系は最

量にして65%にも

ステロールの約玉

スファチジルエ

ゲンが脳では翅
分としての働きだ

 唆されている。

アルツハイマー型

知られている(罵

っていない。しか

璽構造を形成しや

含まれることか

節する因子とし

脳の神経細胞死(

らの事実は、プラ

胞の防御物質として働いている可能性を示唆する

このような見地か

知見を得る環的で

璽
灘

灘
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ル動物の空間認識
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第一章アルツハ
行動改善効果

プラズマローゲン

のは困難であり、

以前の宮澤らの研

マローゲンが含ま

40%純度のプラズ

経口投与がアルツ
 とした。

 [方法]

農世代にわたり魚
したW鼠麗系雄ラ
行うにあたり、ラ
びシェービングをi

アルツハイマーモ

後、アミロイドβ
ることで作製した
こしたかどうかを
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骸
彗
一

こしているもの
ーゲンを経目投
価を行い、アル

ゲン経P投与の
評価を行なった
らにヒトの呼吸
た。参照記憶エ
業記憶エラー数
マローゲンをパ
週間経口投与し
HCiと混合する

マローゲン投与
中和することに
にプラズマロー

 内分解はないことが知られている。

 [結果と考察]

 鱒プラズマ演一ゲン投与による行動改善効果

プラズマローゲ
く初期から、参

た(翼g』難)。こ
 の改善を促す可能性が示された。

 翻血漿.肝臆の生化学パラメータヘの影響

試験期間終了後

ゲン投与群で有
ルタミン酸オキ

トランスアミナー
び生体内の酸化

質)、磁一トコフェ
不飽和脂肪酸を含
悪くなることが

のビニルエーテ
 ある可能性が考えられる。

 麟血漿、赤血球.肝臓、大脳皮

ホヤ由来プラズ

酸(DHA)とエイコ
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堪)。プラズマロ

ン量およびDHA
系脂肪酸であるド

大脳皮質中の豆建

系の高度不飽和

告されている。ア
り、その結果、脳

る。さらに老化な

りだし、脳細胞死

ーゲンの増加は
による脳中の距

血中のD鷺Aと腰A

 待され、これらが脳神経
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第二章プラズ
促進効果

アミロイドβが蓄

害が誘発されるこ
シス)が起こり、

状が現れるとされ
て、脳内の活性酸

分、さらには凝集
 た。

第一章では、プ
ットの行動改善

うに行動改善に
本研究ではプラズ

 イド警凝集'挿制作用につ
 [方法]

プラズマローゲン

アミロイ膿凝集掬
ンTは、凝集してい

る。すなわち、ア
を蛍光プレートリ

質により蛋白が凝
する。分解促進実
蛋白が解離してい
るものである。ま
応させ、蛋白の凝
イマー病の予防効

 を透過型電子顕微鏡により確認した5。

 1結果と考劉

 麟プラズマ寂一ゲンによる

グリセロール骨

降分解促進作用お

 一591一
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じグリセロール
促進作用および

はアラキドン酸
 ミロイドβ凝集挿制作用は弱かった。

 轡轟HAとアミロイ灘の相互間作用

遊離のDHAつい
試験を行った。

ゲンと同等の強
抑制作用は弱か

アミロイドβ分解
丑5)。これらの

ーゲンは非二重

用しやすい形を

りDHAの酸化を防

 イドβ凝集挿翻作用を示すことが示唆された。
ホヤプラズマロ

ローゲンが多い
 用をもつ。
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き

置総握

本研究は、プラズ

善作用およびその作用機構の解明を目的とした。

アルツハイマーモ

投与は、モデルラ

血霞初における
マローゲン、と

にアミロイドβの
 った。

機能性脂質とし

ることが動物試験

肪酸であるDHAの

 いる。

今回の研究から

DHAを有するプラ

体内の過酸化を引き起こさないことが確認された

認知症の予防にか

い。その点で、海

DHAを有するプラ

 点があるため、今後の応用に期待がもたれた。
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論文審査結果要旨

近年,社会の高齢化

ている。現在のと

主である。したがっ

食品成分の機能性を生

アルツハイマー型

量が減少すること

れていない。そこ

イマーモデル動物の行動に与える影響を明らかにしょうと

第一章において,

続的に注入を行う

ローゲンの経口投

知障害を有意に改

期摂取は生体内脂

ル酸様物質)値やα

したがって,プラズ

体内において酸化

 る有効性が示唆された。

第二章で,前章の実

するために,プラズ

凝集することで神

ゲン,とくに分子

ンに強いアミ皿イ

ズマローゲン分子

リン脂質では凝集抑制も凝集物分解作用も示さな

以上のように,本研

認知障害を改善す

マローゲンに多く

ドβ凝集挿制およ

高いと判断した。

 と認定した.
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